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長瀬米蔵教授は，本年(1980)3月本学を停年退官されます。教授は，昭和45年（1970)3月，
北海道札幌旭丘高等学校長を停年退職され，乞われて本学の社会及び道徳教育の講師として迎
えられ，翌昭和46年（1971)4月から教授として社会，倫理学，道徳教育及び英語の，後には倫
理学，道徳教育の研究及び英語をご担当になった。この間，初等教育学科の学科長，全学の教
職委員長をやられ，また本学の運営委員及び人事委員並びに法人の評議員として本学経営の枢
機にも参与された。
初等教育学科は，幼稚園及び小学校の教員養成を目的とする学科で，昭和44年(1969)4月，
私学では東京以北最初に設置された学科で，その入学希望者は，全道はもちろん東北の各県に
わたっている。 2カ年の課程で幼稚園と小学校の教員たるにふさわしい内容の教育を行うため
には， 一般，専門，教職の科目において多面的で複雑なカリキュラムと，これが担当の教授陣
容を必要とする。さらにこれが理論を実際に検証する教育実習が要請される。長瀬教授は，そ
の学科長として科の運営 とりわけ大学特有のその専門に偏りがちな教官の調和と統一に鋭意
努力して，立派な成果をあげている。教授が教官の一人一人に対する温かい心配りのしからし
める所である。また教授は初等教育学科生の就職の面倒を見ている。江別や札幌市，あるいは
全道各地の幼稚園に資料を配布して， 電話や文書での依頼，あるいは直接に足を運んで、就職の
あっせんに努める。直接手を下すばかりでなく，学科をあげて夏休頃から計画的に全道の各地
区に出かけて就職依頼をする。これは地方の実習園や先輩の就職園を中心とするものであるが，
この結果の就職率の向上は，はね返って学科入学希望者の増大につながってくる。女子の職業
としての幼稚園や小学校の教諭のポストは 女子学生の憧れの的である。
教職委員会は，各科からの委員をもって構成する全学をあげての組織で，主に教育実習と教
職員登録試験のオリエンテーションの実施に当っている。教員養成を目的とする初等教育学科
と保健体育科の養護コースの学生はもちろん，服飾美術科，工芸美術科，保健体育科の体
育コースの学生も教職単位をとり，教員免許状を取得して卒業しようとしている。その数
は600名をこえ，卒業生の8割以上である。このような大学は全国でも極めて珍しい。資質の
すぐれた教員を養成することが本学の大きな目的の一つである。教職委員会は，教職単位の目
玉である教育実習について，年聞を通ビてその計画， 実施，評価を行っている。実習先の学校
は，幼稚園から小学校，中学校，さらには高等学校にわたり，その地区は，地元の江別，札幌
市から広く全道各地や出身県の東北各県に及んで、いる。期日はおおむね4月から 9月にわたっ
て2週間ないし 3週間である。付属学校を持たぬ私立大学では（本学は付属幼稚園を 2園持つ
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ているが）教育実習はもっぱら市町村教育委員会や校長会等の好意に頼っている。これが円滑
な実施は，縁故にたよる出身地や地元の教育委員会の好意や，後継者養成をはかっている校長会
の熱意にかかっている。しかし何といってもその基本となるものは，教員養成にかける本学の
熱意と子どもの指導に打ち込む学生の意気込みを買う各機関の本学に寄せる信用度である。
長瀬教授は，この教職委員長として，一人一人の学生の実習希望校の選定，調整， 配置や各
機関との折衝，その苦情処理， 実習前の打合せ， 実習後の反省会等の実施の任に当たる。それ
l は年聞を通ーじてのもので，教授の電話にかからぬ日はなく，発送する文書のない月はないとい
っていいほどである。そしてここに教授が40年にわたる本道での教職経験と小，中，高校長会
や市町村教育委員会に対する顔がある。それは教授の大局を見通す適確な判断力，綿密周到な
計画とねばり強い実行力に負うものである。それはまた隔週に行われる教職委員会において，
毎回精細な手書きの資料を配布し，円満かつユーモラスな司会にもよく現われている。
運営委員会においても教授会においても 教授は決して軽々しい発言はしない。一見、疋洋と
して何を考えているかわからない風がある。しかし一旦その意見をのベるや，金鉄の重みがあ
り，会議の帰趨を決定するほどのものがある。
ある時教授は「本学の研究紀要には若い助教授や講師のために貴重なページを割くべきで，
私のようなものの駄文で埋めることは避けるべきであるJと言われたことがある。よって教授
の学問に対する厳しい態度と，深く蔵して語らぬ人柄，さらに若い人々を育てようとされる温
かい人柄を見ることができる。
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長瀬教授は，明治42年（1909)6月，北海道上川郡神楽村西御料地に13人兄弟の8男として生ま
れている。父母は明治29年（1896）に富山県から開拓農民として渡道し，文字通り開拓の鍬を
振るった。積雪寒冷の地における水田経営は，歴史の浅いこともあって大変な辛苦の連続であ
ったに違いない。教授は，この勤勉な富山衆の農民の子として育ったのである。教授の洩らす
話の中に，夕映えの大雪山，切り倒された根っ株の周りでの遊び，畦を飛ぶバッタや稲架に鳴
もがりよえ
る虎落笛などがよく出てくるのは，幼少年期の追憶と同時にここで育てられた北海道農民の開
拓者精神を物語っている。これはまた教授の「帰省子に父祖開拓のいはれ説く」や「読みかへ
す開拓村史もがり笛」の句にもよく示されている。
教授は大正13年（1924)3月，土地の神楽西第1尋常高等小学校を卒業して，北海道旭川師範
学校本科第1部に入学した。当時北海道では札幌，函館，旭川の3師範時代で，農民の子とし
て天下の訓導養成学校に入学したのは非常な誉れであった。当時，開校後聞もないこの学校の
歴史を作らんとする教師，生徒一体の教育は，後年の教授の師魂を培うに大なる寄与をしたも
のと思われる。
昭和4年（1925)3月，世は世界不況の波をかぶった我が国未曽有の経済恐慌，農村不況で，
「大学は出たけれど」の就職難の時代に，教授は師範卒業生なるが故に大手を振って，本道商
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業貿易の中心地小樽市の奥沢尋常高等小学校に赴任し，ついで小樽市第1高等小学校に移った。
師範卒業生の多くは，北海道小学校の7割を占める僻地学校に赴任したが，札幌，函館，ノj、樽，
旭川の都市に赴任するものは，抜群の成績のものでなければならなかったことと考えるなら，
教授は極めて優秀な成績で卒業したことは疑いない。
小樽市での青年訓導2カ年の後，昭和6年（1931)4月，教授は志を立てて遠く広島高等師範
学校文科第2部（英語科）に進んだ。当時小学校訓導養成の師範学校は，上級進学を目的とす
る中学校と比べて英語の授業時数は極めて少なく， 重要な学科と見なされていなかったのに，
よりによってこの学科に進んだのは，教授が師範時代から英語に堪能であったことや，小樽で
の小樽高等商業学校を中心とする英語環境のしからしめるところであり，広島高師に進んだの
は，母校の旭川師範の校長及び教師に広島高師の出身者が多かった影響と思われる。
教授はさらに広島高師3年から広島文理科大学哲学科（倫理学）に進んでいる。英語から哲
学科への進学は，古今の原典による研究と深い思索に最もふさわしく，教授は迷うことなくこ
の道を選んだ。当時広島文理大の哲学科は京都大学と並ぶ西の哲学の大本山で，哲学概論の勝
部謙造，倫理学，西洋哲学の西晋一郎，河瀬憲次， 高田三郎や東洋倫理哲学の加藤常賢，山本
幹夫等の碩学が学の麹奥を誇っていた。昭和6年から昭和12年までの6カ年のことで，満州事
変から支那事変（日中戦争）へと戦争は拡大して行ったが，国内への戦争の足音はまだ遠く，
瀬戸内の山紫水明の学都で，学内外での諸教授を中心とするゼミが豊富に持たれる広島での生
活は，多感な教授の胸に学問と教育とそして友愛の熱い血潮をたぎらせたに違いない。 「原爆
忌ひろしまの古地図を前」の教授の句は，この広島での古き良き時代の青春の回顧であろう。
かくて教授は，人間倫理の根底をギリシャ哲学に求めて， 「ギリシャ倫理における意志の自由」
を論文にして卒業した。
昭和12年(1937)4月，北方開拓農民の子は，ヒューマニズム倫理とアガペとエロスの教育愛
に燃える青年教諭として，故郷北海道の札幌師範学校付属小学校訓導兼札幌第一中学校教諭と
して赴任している。卒業生の多くは，雪のない気候温暖の内地に赴任を希望しているが，教授
が敢然として雪深い北海道に戻ったのは，北海道の土に根を下ろした開拓農民の子として，「心
回開発」に熱い血を激らせた結果であろう。
付小の訓導となったのは，師範学校卒業後の3カ年の義務年限の関係である。札幌ー中は当
時 「東に札幌一中，西に神戸ー中」と謡われた天下の秀才校で，その質実剛健，堅忍持久の伝
統の校風は，ロンドン・タイムスにも載った 「雪戦会」とともに有名であった。力のない教師
は，生徒の追及に居たたまれずして夜逃げしたという伝説もある位教師の実力が要求されたが，
教授はとりわけきびしい受験科目の英語教師として，生徒から慕われる教師として張りのある
教師生活を送った。今は輝くおつむも，その頃は漆黒の髪で，才色兼備のきみ夫人をめとられ
たのも， 28歳のアカシアの咲く北の都でのことであった。
昭和16年（1941)4月，教授は先輩に乞われて庁立帯広中学校に出て，道東の中心校で教頭学
を学んだが，昭和18年（1943)4月，抜擢されて札幌市立中学校の 2代目教頭として札幌に戻っ
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た。34歳の新進教頭であった。札幌市立中学校は，昭和16年に札幌市が市民の熱望に応えて，
市民の持志寄附によって建てた学校である。札幌市内にはすでに庁立の札幌一中，札幌二中が
歴史を誇り，私立の北海中学は，独特の校風をもって勉学にスポーツに天下に鳴り響いていた。
これらの学校に伍してこれ以上の実績をあげてその歴史を作りあげ市民の期待にこたえること
は並大低のことではなく， 教授は河田校長を助けて日夜その経営に努力して，よくその大任を
果たしている。昭和16年から太平洋戦争に入った我が国の教育は，国民学校令に示す戦争に勝
ち抜くための皇国民錬成の教育であった。昭和18年 (1943）から中学校にも勤労動員が課せら
れ，生徒はペンを鍬やハンマーに代えて，農村や工場に動員された。学校では動員先で勤労作
業の傍ら授業も行った。教師と生徒が一体となった汗の教育であったが，学力の低下はおおう
べくもなかった。この間教授は，全学年の動員計画，その実施と反省， 残留生徒の教育に心身
をすり減らし，頭髪とみに薄さを増したのもこの頃からである。
昭和20年（1945)8月，太平洋戦争の敗戦を迎え，我が国の教育は，国家主義の教育勅語体制
から，個人主義，人格主義の教育基本法体制へと根本的に変えられ， 昭和22年 （1947）の学校
教育法に基づいて新制高校が発足した。教授は札幌市立第2高校の教頭と して新制高校の教育
を行うことになった。しカ、しごこで札幌市内では新しい6,3告I］の高校再編成問題が起きて，
市立第2高校は廃校と決ったのである。これについて教授は「札幌旭丘高等学校20年史」につ
ぎのように述べている。 「戦争の結果，学制改革により義務年限3年延長となり， 22年4月か
ら新制中学校発足，年を追うて新制高校，新制大学に及んだ。義務教育施設の急増は，人口の
都市への逆流と相和して緊急不可避のこととなった。いわゆる 「6, 3会議」が設けられ， 学
校配置計画，建設年次計画などの対応策が論ぜられたのである。市の財政は乏しく，一面にお
いて新設もするが他面において既存の施設の活用を企図した。既設の高等小学校3校を，北辰，
柏，一条とし，残りを旧制中学校に配当 して当場を切り抜けたのである。それでも間に合わな
くなり， 新制中学の地域的配置計画のため，開校されて聞もない札幌市立中学（昭和23年から
札幌市立第2高校）を24年に廃し，現啓明中学の専用とした。生徒， 職員は今の南高，西高そ
の他に分散され，本来の母校を失ったのである。創立の夢多き一学園の閉鎖という悲劇が生ま
れたわけである。 しかも市民の切望によって誕生し，同じ市民の切望によって潰えたわけで，
当節も廃校の例を聞くが，これは人口の過疎などによるものであり，この場合は人口増という
逆の事情によっていた」。
市立第2高校の廃校により，教授は札幌を離れて新制高校の教頭に出るか，はた札幌に残っ
て新制中学に行くかの岐路に立ったが，教授は敢然として新制の第6中学校（現啓明中学校）
長として，新制中学校に出たのである。時に年38歳， しかも市立第2高校廃校の時点であるか
ら，その苦悩は余人をもってしでは測り知れないものであった。
新制中学校は，我が国の学制史上初めての学校である。 その初代校長と して教授は広く優秀
な教師を集めて教授指導の組織を固め，生徒の進学に就職に全校あげての努力をつづけ，レー
ルのない新制中学教育の基礎を確立した。この間の教授の抱負と経論は，教授が自ら作成した
次の啓明中学校校歌にもよく表われている。
啓明中学校校歌
作詩長瀬米蔵 作曲下総院－
1.藻岩の杜の浅みどり
自然の力湧くところ
直き生命をいたわりて
独立白往の標立つ
学び舎啓明中学校
2.豊平川は遠白く
楊柳けぷる若き芽の
行手はるけし一筋に
清明の星影淡く
無窮の道を追いゆかむ
3.満目さんと白銀の
丘渡りくる鐘の音
雄j軍胸にたたえつつ
久遠の信培かわむ
我等が幸を店，医わずや
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新制の啓明中学校長としての教授の人格，識見が広く認められて昭和30年（1955)3月，札幌
市立東高等学校長に抜擢された。 45歳の気鋭，正に魚、が水を得た概がある。教授はここで校内
外の態制を整備して東高校を道立移管して，昭和34年 (1959）に小樽桜陽高等学校長，ついで
昭和39年 (1964）には旭川東高等学校長に栄転された。小樽桜陽は旧庁立小樽高女，旭川東は
旧庁立旭川中学で何れも本道での伝統ある名門校である。とくに旭川東は，札幌南，函館中部，
小樽潮陵と並ぶ名門校で，教授がその出身地旭川の校長となったことは，正に故郷に錦を飾っ
たといえよう。これらの学校における教授の重厚にして卓抜な学校経営は極めて高く評価され
て令名いよいよあがり，昭和41年（1969)4月，札幌市に乞われて札幌旭丘高等学校の2代目の
校長に就任された。旭丘高校は，市民の願いによって旧制札幌市立中学校をつぶして啓明中学
校とした札幌市が，同じく市民の願いと希望によって昭和33年 (1958）に北海道教育大学教授
兼付属小・中学校長の梶浦善次氏（現北海道女子短期大学学長）を三顧の礼をもって初代校長
に迎えた学校である。長瀬教授にとっては，誠にくしき因縁ともいうべく，真に感慨無量なも
のがあったと思われる。
長瀬教授は，ここ旭丘で停年までの4カ年：浮身の努力を傾けて梶浦校長の意図の継承と発
展に努めた。北海道高等学校教育研究会の会長として広く本道高等学校教育の充実と発展に寄
与し，念願の記念会館を完成し，また姉妹校のアメリカ・ジェファーソン高校の合唱団を迎え
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て国際交流の輪をひろげた。70年 （昭和45年）安保騒動の波頭が見え始めていたが、教授は旭
丘高校でよき教師，よき生徒，よき父兄にめぐまれて極めて幸福な校長生活を送り，長年の本
道教育界につくされた功績により，北海道教育功績者，北海道学校保健功績者，札幌市教育功
績者，全日本音楽教育功績者等， 数々 の表彰に輝いて昭和45年(1970)3月， 停年退職された。
卒業の式辞退職にはふれず 北浜
はその感慨であり， 教授の人柄をよく表わ している。
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長瀬教授は，学校経営の傍らその人格，識見を買われて道教委や市教委の各種審議会， 全道
の各種研究団体や校長会の会長， 副会長の重責を担って本道教育界に多大な功績を残されたが，
これらについては省略することにして以下のことについてのみ述べる。
長瀬教授は，次の学会の会員である。
1.昭和25年より広島哲学会
2.昭和33年より北海道哲学会
3.昭和34年より日本哲学会
4.昭和54年より日本比較教育学会
教授は多年本道のユニークな教育雑誌「教育新潮」の編集委員で，これに載せた論文の主な
ものは次の通りである。
昭和25年 教えるということ
社会階層と子供
昭和26年 アメ リカの教育制度は果して民主的なりや
講和後に育つもの
昭和27年 純潔への道
老年者の教育
昭和28年 新任の先生方に望む
アメ リカ大学の危機
昭和29年 自由なる人間
（以上，札幌啓明中学校長時代のもの）
昭和31年 経営1年を顧みて
昭和33年 道徳教育と人間形成
（以上，札幌東高等学校長時代のもの）
昭和42年 刷代と家庭教育
昭和44年 教育ということ
大学に望む
（以上，札幌旭丘高等学校長時代のもの）
9 
この外，教授は北海道高等学校教育研究会長として毎年その研究紀要を編集し発行している。
4 
長瀬教授は，研究思索の人であり，事をなすや細心にして果断， 質実にして謙抑誠実な教育
者であるが，また一面すぐれた歌人であり，俳人である。広島時代には国文の岡本明教授の
「言霊」歌会に入って作歌し，結婚後はきみ子夫人とともにアララギ派の歌人として令名が高か
ゆきげ
った。後年高浜虚子門で客観写生の最も厳しい皆吉爽悶（第1回蛇坊賞受賞者）の「雪解」句
会に入り，北摂と号してその同人である。
昭和52年(1977)12月の雪解巻頭句は長瀬北漢の次の句である。
よな
唐黍を椀ぐ手に有珠の火山灰こぼれ 北漠
火山灰掃いて分校運動会の旗
新学期火山灰の窓枠子ら洗ふ
火山灰敷いて湖畔校庭秋日濃し
このタトに，
うすうすと有珠の火山灰おき貝割菜 北浜
がある。同年8月の有珠の噴火を歌ったものであるが，清明にして写生のよくきいた， しかも
教育者らしい句というべきである。
句夫婦としてきみ子夫人とば琴意相和し，句会に吟行にまた句の旅に相伴い，他の羨やむと
ころである。昭和53年の句集「札幌雪解」からお二人の好きな句を選んで、もらった。
霞とぷテラスに薄日実朝忌 北漠
答案にふくらむ鞄街雪解
庭下駄に土やはらかし木の芽風
春惜しむ看護婦ふたり中庭に
青嵐開基の碑文彫ふかく
暮れざまの山すそ蕎麦の花明り
狩勝の夜汽車の棚にぎす鳴ける
かがまりて虎杖むらの秋新た
旅立の二階手摺りに大根干し
長旅を戻りてひと日春矩；瞳 きみ子
紫陽花の藍さしささず越あまた
萱草のー叢目立ち庭晩夏
耳すますわが踏む音の落葉道
帰宅してさぐる鍵穴暮早し
静穏な家庭生活をうかがうに足る匂は，
春愁や一書をとりし膝の上 北漠
10 磯貝．長j頼米蔵教授を送る
明日よりの講義稿成り庭遅日
春禽や夫も書を伏せならび見る きみ子
採点の夫の背まるし秋灯下
お二人の，みちのくの旅の句に，
雨くらき油団のしめり犀星居（金沢） 北漠
春雨に下るー舟最上川（山形） きみ子
がある。
また，
宴さなかボーナスにそと指ふるる 北浜
インドにはインドの鴻タ灼くる
には，謹直な教授の一面に軽妙で、ユーモラスな人柄をうかがうことができる。
三男一女。東大，北大，小樽商大を出られた三人の男のお子さん方は，社会的に立派な活躍
をつづけられているが，ただ身障の長女の方が病を養っていられるのが教授夫妻の心のかげり
で、ある。
年歩む養生の鋪つづく子に 北摂
身障の子の名申告春寒し
病む膝をかばふ仕草に端居せる きみ子
の句を見るのは痛ましい。
高野素十の句に 「生涯にまはり燈龍の句一つ」がある。教授ときみ子夫人のお二人が，一層
のご健吟によって生涯を飾るに足る句の成らんことを心から願うものである。
長瀬米蔵教授は，本年停年退官されでも，本学が今年度より実施した嘱託教授として，引き
続き趨蓄の講義を行い，温かい親しみ深い風格に接することのできるのは，本学にとってこの
うえない喜びである。
（文中敬語を省いたところをお許し願います）
